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①東京都北区における教育課程特例校のカリキュラム 

東京都北区教育委員会および東十条小学校、滝野川小学校、王子桜中学校の管理職と協議を重ね、

以下の取り組み内容で「海育科」を設置しました。概略を以下に示します。 

 

■教育課程の基準の特例の内容について 

① 東十条小学校 

· 第 4・5・6学年において新教科「海育科」を新設しました。 

· 第 4学年では「海育科」に、「総合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。また、第

5・6学年では「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部の時間、および「総合

的な学習の時間」の一部の時間を充てます。 

 

② 滝野川小学校 

· 第 4・5・6学年において新教科「海育科」を新設しました。 

· 「海育科」を設置する全学年で、「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部の

時間、および「総合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。 

· なお、第 4・5・6学年における本格的な海育科の実施に備えて、第 1・2・3学年、およ

び特別支援学級においても、「海との出会い」分野の海洋教育を「生活科」、「学級活

動」、「総合的な学習の時間」の一部の時間で実施しています。 

 

③ 王子桜中学校 

· 第 1・2学年において新教科「海育科」を新設しました。 

· 第 1学年では「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部の時間、および「総合

的な学習の時間」の一部の時間を充てます。また、第２学年では「海育科」に「理科」

の一部の時間、および「社会」の一部の時間を充てます。 

 

■教育基本法及び学校教育法における教育の目標に関する規定との関係 

「海育科」の趣旨は、①海に対する親しみ、理解、関心を深める、②私たちの生活が、歴史文

化、科学技術の両面で海と深く関わっていることを理解する、③海洋環境とその保全について理解

する、④持続的に海を利用し海と共に生きることが、社会の永続的発展に不可欠であることを理解

する、以上の 4つです。 

新設教科「海育科」は、「海との出会い」「海の科学」「海の保全」「海の利用」の 4分野で構

成します。 

 

「海との出会い」は、海の豊かな自然や海に関わりのある地域社会の中での様々な体験活動を通

して海との出会いを体験し、海に対する豊かな感受性や海に対する関心等を培い、海の自然に親し

み、海に進んで関わろうとする児童・生徒の育成に取り組みます。「海の科学」は、海の自然や資

源、人との深い関わりについて関心を持ち、科学的な態度を持って進んで調べようとする児童・生
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徒の育成に取り組みます。ここでいう科学的な態度とは、自然科学、社会科学および人文科学を含

めた論理的および客観的に事象を捉えようとする態度のことです。「海の保全」は、海の環境につ

いて調べる活動やその保全活動などの体験を通して、海の環境保全に主体的に関わろうとする児

童・生徒の育成を図ります。「海の利用」は、水産物や資源、船舶を用いた人や物の輸送、また海

を通した世界の人々との結びつきについて理解し、それらを持続的に利用することの大切さを理解

できる児童・生徒の育成を目指します。 

これらの取組は、教育基本法第二条に掲げられる「幅広い知識と教養の習得」「豊かな情操と道

徳心の涵養」「生命・自然の尊重」「環境の保全に寄与する態度」「伝統と文化の尊重」「我が国

と郷土を愛するとともに他国を尊重する態度」等の教育目的を踏まえています。また、海から離れ

た地域における海洋教育の実現は、教育基本法第三条に掲げられる「あらゆる場所において学習す

ることができる社会の実現」を図るという理念を踏まえるものです。 

 

■学習指導要領に定める内容事項が特別の教育課程において適切に取り扱われていること 

新設教科「海育科」では、「理科」および「社会」の学習内容の一部を「海育科」の 4分野

（「海との出会い」、「海の科学」、「海の保全」、「海の利用」）に関連させて再構成し、海に

ついて体系的に学びます。また、これら 4 分野全てにおいて、「総合的な学習の時間」のねらいに

合わせた主体的、創造的、協同的な活動を実施し、深く学びます。これらの取組みにより、「海育

科」では、学習指導要領に定められた「理科」、「社会」、「総合的な学習の時間」の目標を逸脱

することなく、特色ある教育課程を編成します。 

 

次ページに 3校の教育課程表を掲載します。 
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東十条小学校 教育課程表 

 

区  分 

各 教 科 の 授 業 時 数 道
徳
の
授
業
時
数 

特
別
活
動
の
授
業
時
数 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数 

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数 

新
設
教
科
等
の
授
業
時
数 

総
授
業
時
数 

国 
 

語 

社 
 

会 

算 
 

数 

理 
 

科 

生 
 

活 

音 
 

楽 

図
画
工
作 

家 
 

庭 

体 
 

育 

第１学年 306  136  102 68 68  102 34 34    850 

第２学年 315  175  105 70 70  105 35 35   
 

 
910 

第３学年 245 70 175 90  60 60  105 35 35 70  
 

 
945 

第４学年 245 90 175 105  60 60  105 35 35 
60 

（-10） 
 10 980 

第５学年 175 
94 

（-6） 
175 

98 

（-6） 
 50 50 60 90 35 35 

68 

（-2） 
35 14 980 

第６学年 175 
99 

（-6） 
175 

99 

（-6） 
 50 50 55 90 35 35 

68 

（-2） 
35 14 980 

合 計 1461 
353 

（-12） 
1011 

393 

（-12） 
 358 358 115 597 209 209 

266 

（-14） 
70 38  

 

新設教科の授業時数内訳 

 海育科 

 海との出会い 海の科学 海の保全 海の利用 計 

第１学年     0 

第２学年     0 

第３学年     0 

第４学年 5 5 0 0 10 

第５学年 4 4 3 3 14 

第６学年 4 4 3 3 14 
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滝野川小学校 教育課程表 

 

区  分 

各 教 科 の 授 業 時 数 道
徳
の
授
業
時
数 

特
別
活
動
の
授
業
時
数 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数 

外
国
語
活
動
の
授
業
時
数 

新
設
教
科
等
の
授
業
時
数 

総
授
業
時
数 

国 
 

語 

社 
 

会 

算 
 

数 

理 
 

科 

生 
 

活 

音 
 

楽 

図
画
工
作 

家 
 

庭 

体 
 

育 

第１学年 306  136  102 68 68  102 34 34    850 

第２学年 315  175  105 70 70  105 35 35   
 

 
910 

第３学年 245 70 175 90  60 60  105 35 35 70  
 

 
945 

第４学年 245 
89 

（-1） 
175 

104 

（-1） 
 60 60  105 35 35 

68 

（-2） 
 4 980 

第５学年 175 
94 

（-6） 
175 

98 

（-6） 
 50 50 60 90 35 35 

66 

（-4） 
35 16 980 

第６学年 175 
99 

（-6） 
175 

99 

（-6） 
 50 50 55 90 35 35 

66 

（-4） 
35 16 980 

合 計 1461 
352 

（-13） 
1011 

392 

（-13） 
 358 358 115 597 209 209 

270 

（-10） 
70 36  

 

新設教科の授業時数内訳 

 海育科 

 海との出会い 海の科学 海の保全 海の利用 計 

第１学年     0 

第２学年     0 

第３学年     0 

第４学年 2 2 0 0 4 

第５学年 4 4 4 4 16 

第６学年 4 4 4 4 16 
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王子桜中学校 教育課程表 

 

区  分 

各 教 科 の 授 業 時 数 道
徳
の
授
業
時
数 

特
別
活
動
の
授
業
時
数 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
時
数 

新
設
教
科
等
の
授
業
時
数 

総
授
業
時
数 

国 
 

語 

社 
 

会 

数 
 

学 

理 
 

科 

音 
 

楽 

美 
 

術 

保
健
体
育 

技
術
・
家
庭 

外 

国 

語 

第１学年 140 
99 

（-6） 
140 

99 

（-6） 
45 45 105 70 140 35 35 

45 

（-5） 

17 

（+17） 
1015 

第２学年 140 
99 

（-6） 
105 

134 

（-6） 
35 35 105 70 140 35 35 70 

12 

（+12） 
1015 

第３学年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 
 

 
1015 

合 計 385 
338 

（-12） 
385 

373 

（-12） 
115 115 315 175 420 105 105 

185 

（-5） 
29  

 

新設教科の授業時数内訳 

 海育科 

 海との出会い 海の科学 海の保全 海の利用 計 

第１学年 6 7 2 2 17 

第２学年 4 4 2 2 12 

第３学年 0 0 0 0 0 
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【年間指導計画（北区立東十条小学校）】 
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【年間指導計画（北区立滝野川小学校）】 
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11 
 

【年間指導計画（北区立王子桜中学校）】 

 

【平成２８年度】 

 ○海育科の年間指導計画（カリキュラム）の作成 

 ・海育科の授業実践［理科＆社会…各数時間］ 

  ①海育科(社会分野)の授業実践 

     …日本の周りの海～領海と海底資源（５月） 

     …大航海時代の幕開け（９月） 

  ②海育科(理科分野)の授業実施 

     …混合物の分離～塩田、海水から真水（６月） 

     …海の生物－イカの身体のつくり・解剖（１０月） 

     …深海～気圧と水圧・深い海底での水圧（１１月） 

    ③海育科（総合学習）（岩井学園の事前指導、事後指導を通して） 

   ○岩井臨海学園 

   ・ライフセーバーの指導のもと、「海の楽しさ」「海の安全」を学ぶ 

        事前学習と事後学習を充実させる。カリキュラム作成 

 ○科学部の活動 

 ・都中理生徒研究発表会に向けた取組＜海に関するテーマでの研究＞ 

 ・水槽「海の楽園ＯＳ」の発展・拡充 

 ○海洋教育アンケートの実施 ｢海｣への興味関心度の検証 
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②渋谷区立猿楽小学校のカリキュラム 

総合的な学習の時間を利用した海洋教育実践 

（平成 29年 4月～平成 30年 3月） 

 

 

 

 

第５学年 総合的な学習の時間 学習指導計画 
平成３０年３月３日 

                          第５学年 児童３８名 
指導者  北村 大介 

１ 単元名 

海洋博士への道 

 

２ 単元設定の理由 

海洋教育は、「海を親しむ」ことから始まり、「海を知る」ことで海への関心を高め、さらに海と人との

共生のため「海を利用」しながら、「海を守る」ことの大切さを学ぶものである。 
我が国は四方が海に囲まれており、国土の面積は世界６１位であるのに対して、排他的経済水域は世界６

位の規模を誇っている。また、人口の約５割が沿岸部に居住し、動物性タンパク質の約４割を水産物から採

取し、輸出入貨物の９９％を海上輸送に依存している。海に依存し、海洋資源を海から得ている我が国で

は、海洋国家日本の繁栄を願い「海の日」を国民の祝日とした。また、平成１９年には海洋基本法が定めら

れた。同法２８条においては、学校教育等において、海洋教育等の実施の必要性を述べている。 
５年生での社会科の学習では、「世界の大陸と海洋」の学習において、世界の主な大陸や海洋と我が国の

国土との位置関係を知り、また国土は４つの大きな島と多くの島でできていることを学ぶ。また、「水産業

の盛んな地域」の学習では、我が国の水産業の様子について知り、最南端、最東端の島々 があるおかげで広

範囲に及ぶ排他的経済水域が維持でき、水産業に多くの影響を与えていることを学ぶ。 
更に、海洋教育への課題をもち、追究学習を進めていくうえで、自分たちと海との理想の関係について考

える。学習過程において、海の環境問題やその保全活動などについて理解し、自分達の生活を見つめ直し、

海と共生していくためにできることを考え、海を大切にしようとする態度を育てることができるのではない

かと考え、本単元を設定した。 
 
３ 単元目標 

  海洋教育について課題を設定し追究学習をしたり、海水魚を飼育したりする活動を通して、海の環境問

題やその保全活動などについて考え、自分達の生活を見つめ直し、海と共生していくためにできることを

考え、実践しようとする態度を育てる。 
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４ 単元の評価規準 

視 点 観 点 評 価 

学習方法に

関すること 

ア   課題設定 

 

 

情報収集 

 

 

整理分析 

 

 

まとめ・表現 

① 一年を見通した学習活動を構想し、課題を設定している。 

② 実際に育てたり、興味のある事柄のついての疑問から課題を発見し、設定している。 

③ 人と関わる体験的な活動を通して協同して情報収集を行っている。 

④ 実際に見たり聞いたりする情報収集の大切さを知り、進んで情報収集をしている。 

⑤ 集めた情報の中から必要な情報を選択したり、比較したりして、よりよい解決方法を見付

けている。 

⑥ 課題解決のために、様々 な考えを比較・関連付けて考えている。 

⑦ 相手に応じて様々 な表現方法でわかりやすくまとめ、表現している。 

自分自身に

関すること 
イ 自己理解 

① 目標やめあてを明確に設定し、課題解決に向けてどう情報収集したらよいかを考え、進ん

で行動している。 

② 理想の海の環境や自然保護の視点になって考えるなど、視点を持ち続け、それを実践しよ

うとする。 

③ 自分の生活を見直し、自分のできることは何かを考えようとしている。 

他者や社会

に関するこ

と 

ウ コミュニケーシ

ョン 

他者理解 

① 異なる意見や友達の考えも受け入れて話し合いを進め、自分の考えを広げようとしてい

る。 

② 友達や海に関わる仕事をされている方のアドバイスを取り入れ、自分たちにできることは

何かを考えている。 

 
５ 単元の主な流れ（７０時間） 
学習過程 活動内容（時間数） 指導の工夫 評価 

であう 
課題設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「海洋教育への理解を深めよう」(8時間) 

（１）１年間の学習の見通しをもち、課題を考

えよう。（2時間） 

 

（２）先輩たちが飼育していた魚を引き継ぐた

めに、飼育の仕方を学ぼう。（2時間） 

 

（３）主事さんから、水槽の清掃の仕方を学ぼ

う。（2時間） 

 

 

（４）吉村先生から話を聞き、海洋教育への理

解を深めよう。（2時間） 

 
・メジナ等の入った水槽を

見に行き、具体的な活動

をイメージする。 
・昨年度からの海洋教育を

引き継ぎ、児童の興味や

関心を喚起させる。 
・清掃の仕方を主事さんよ

り学び、実際に清掃活動

を行う。 
 
・吉村先生から話を聞き、

興味関心を喚起する。 

 

アー１ 

 

 

アー２ 

 

 

アー３．４ 

 

 

 

アー４ 
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課題設定 

 
整理分析 
情報収集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深める 

 

「魚探偵団 その１」(14時間) 

（５）海洋教育に対する興味関心を喚起し、個

人の追求学習の課題を設定する。（２時間） 

・映像資料など 

 

 

（２）テーマを設定し、追究学習の計画をたて

よう。（2時間） 

 ・鮭の遡上について 

 ・深海魚の生態 

 ・魚の骨格について 等  

一人ひとりテーマ設定をしての追求学習。 

 

 

（４）わかったことを整理し、パンフレットに

まとめよう。（８時間） 

 

 

 

（５）パンフレットを、お互いに読み合い、よ

り理解を深めよう。（2時間） 

 
・児童が興味関心を持ち、

継続して調べることができ

るように助言を行う。 
 
 
・インターネット等を活用

して必要な情報の取捨選択

を行う。 
・図書館司書教諭と連携

し、図鑑などを用意しても

らう。 
 
 
 
・読む人にとって分かりや

すいように、図や写真等を

挿入し、レイアウトを工夫

してまとめる。 
 
・作成したパンフレットを

読み合い、相互評価をす

る。 

 

イ−１ 

 

 

 

 

アー５ 

アー６ 

 

 

 

 

 

アー７ 

 

 

 

 

ウー１．２ 

 

課題設定 

 
整理分析 
情報収集 

 
 
 
 
 
 
 
まとめ・表

現 

 

「魚探偵団 番外編」（３時間） 

（１）「海の恵みをいただきます展」を見学

し、魚や貝、海藻などについて理解を深

めよう。（２時間） 

・マグロやアサリ、海藻などが人々の食

卓に上がるまでにどのような生産過程

を経ているのかを理解する。 
・魚、海藻、貝類への理解を深める。 
・質疑応答の時間を設けて、学んだこと

からの疑問点を質問し、理解を深め

る。 
 
（４）わかったことを感想文にて表そう。 

（１時間） 

 

 
・児童が興味関心を持ち、

継続して調べることがで

きるように助言を行う。 
 
・講師の先生から、企画の

趣旨の説明を受けたり、

児童からの質問に答えて

頂いたりすることで興味

関心を促す。 

 

イー１ 

 

 

ウー２ 

 

 

 

 

 

 

アー７ 

 



18 
 

高める 
課題設定 

 
 
 
 
整理分析 
課題設定 

 
情報収集 
整理分析 

「魚探偵団その２ 東京湾」（２３時間） 

（１）各自の追究学習を振り返り、川や海への

繋がりを意識し、多摩川や東京湾に着目

し、課題を設定しよう。（3時間） 

 

 

 

（２）テーマを設定し、追究学習の計画をたて

よう。（3時間） 

 

（３）課題に対する調べ学習をしよう。 

（12時間） 

   ・東京湾について 

   ・江戸前とは 

   ・東京湾の外来種   

   ・東京湾の歴史   等 

 

 

 

 

（４）わかったことを整理し、パンフレットに

まとめよう。（5時間） 

  ・調べたことをパンフレットにまとめる。 

 
・海洋教育の幅広い視点か

ら、川と海のつながりを

意識させる。 
・児童にとって身近な東京

湾について取り上げる。 
 
・ＫＪ法的な手法で疑問を

書き出し、類型化して課

題を見いだす。 
・インターネットを活用し

て必要な情報の取捨選択

を行う。 
・必要に応じて、外部の方

への取材やゲストティー

チャーを招く。 
・図書館司書教諭と連携

し、図鑑などを用意して

もらう。 
 
・パンフレット形式でまと

め、発表に備える。 
 

 

イー１ 

 

 

 

 

 

イー３ 

 

 

ウー３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウー１ 

 

 

広める 
課題設定 

 
整理分析 
まとめ表現 

「広げよう！ 魚探偵団」（15 時間） 
（１）グループごとに発表の計画を立て

て、準備しよう。（1 時間） 
 
 
 
（２）パワーポイントの使い方を理解し

よう。（３時間） 
（３）パワーポイントを用いて、海洋教

育の学習成果を発表するためにス

ライドを作成し、作成したものを

発表しよう。（11 時間） 

 
・自分たちがどのような思いで

取り組んできたのかを伝える

ことができるようなプレゼン

テーションの仕方を考える。 

 
・パワーポイントの使い方を知

ろう。 
・わかりやすいプレゼンテーシ

ョンを目指し、パワーポイン

トでプレゼンテーションの資

料を作成する。 

 

イー２ 

 

 

 

 

ウー１ 
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振り返る 
整理分析 

 
 
 
まとめ・表

現 

「魚探偵団 終章」（7時間） 

（１）魚や海の生物を育てたことを通して学ん

だことをふり返ろう。（３時間） 

・人と海との共生について振り返る。 

 

（２）作文を書いて学習をふり返ろう。 

（２時間） 

・お世話になった先生に感謝の気持ちを

もち作文を書く。 

 

（３）水族館などの海洋施設へ行き、1年間の

学習を振り返る。（2時間） 

 
・海の生物の視点なって考えて

きたことはこれからの生活に

大いに役立つことに気付くこ

とができるようにする。 

 
 

 

イ－２ 

 

 

 

イー２ 

 

 

 

イー３ 
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③館山市立西岬小学校のカリキュラム 

H29 年 海洋教育単元一覧・海洋 （総合、生活科、図工、理科） 
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H29 年 海洋教育単元一覧・海洋 （体育科、社会科、理科、音楽など） 
 
 

 


